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【専門家の管理者への選任を検討する理由
（重複回答）】

専門家の管理者への選任を検討する理由をみ
ると、役員のなり手不足（２８．５％）、区分所有者
の高齢化（２４．９％）、区分所有者の無関心（２０．
９％）、賃貸化の進行（１０．１％）が四大理由。

参考 第１回検討会資料より

【専門家の管理者への選任意向】

専門家の管理者への選任意向をみると、管理組合
のうち４割は将来に必要となれば検討したいと考え
ている。
一方、３割は必要がないと考えて検討していない。

・専門家の管理者への選任意向

N=1,593

（出典：H20年度マンション総合調査）

資料３－４

但し、自助努力による管理の適正化を求めても、高齢化や賃貸化の進行等、資料２の２．に列
挙した理由から管理が十分機能しないマンションは潜在的に多くあり、その対策が必要。

・専門家の管理者への選任を検討する理由
（重複回答）

【管理者として選任した専門家に行ってほしい
業務（重複回答）】

管理者として選任した専門家に行ってほしい業務
をみると、長期修繕計画の作成・見直し（１８．４％）、
大規模修繕工事の実施（１４．５％）、総会の開催・運
営（１３．８％）、理事会の開催・運営（１２．２％）、管
理費等の滞納対策（１１．３％）の５つ。

・専門家として選任した専門家に行ってほしい業務
（重複回答）
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